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ト ッ プ メ ッ セ ー ジ 令和５年度公益社団法人東京都看護協会　事業運営（活動）方針

❖�感染症収束後に向けた看護機能の強化のための事業促進と政策課題の整理
❖�看護職の処遇改善に向けた看護管理者の取り組みへの支援
❖�安全で安心な看護提供体制の確保を目的とした看護職のネットワークの強化

❖専門職としてのキャリア形成と継続的な学習プログラムの提供
❖�東京都受託事業の成果の確認による効率的な運用
❖看護の質向上と人材育成に向けたDX（デジタルトランスフォーメーション）活用の検討
❖看護補助者の活用と多職種とのタスクシフト・タスクシェアに向けた支援

❖人材確保対策のための情報発信と就業支援によりマッチング率を向上
❖�看護職の職業人生の再考とプラチナナースが活躍できるための就業環境の整備
❖看護職と看護補助者の協働と人材確保に向けた取り組みの検討

❖会員ニーズを最優先とする事業展開と効率的な組織運営
❖�会員・賛助会員の満足度を高め、会員数・賛同者の拡大と産業界との相互事業の推進
❖当会の看護ステーションの機能強化と事業拡大
❖�看護の知の拠点として、地域・学生・若者層に魅力の発信

❖地域の健康と福祉の向上に寄与する地区支部活動と委員会の活動への支援
❖�自然災害および感染症危機管理に備える体制と人材育成・BCP作成への支援
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社会・地域の看護ニーズへの対応・支援

看護職の人材育成と質向上

看護人材の確保

組織の強化

地域で暮らす、すべての世代の健康を支える看護職の活動を支援

専門職としてのキャリア継続と看護職のニーズを反映した生涯学習体制の構築

潜在看護職の就労促進と働きやすい職場環境改善への支援（プラザ事業）

職能団体として組織を強化し「看護の知の拠点」としての役割推進

1

地域の健康危機管理体制の構築と地域包括ケアシステムの更なる推進2

公益社団法人東京都看護協会のシンボルマーク

「命と向き合うあなたを支えたい。」という看
護職の思いを二つの人をモチーフとした形を
組み合わせることによって表現しています。
サポートする、ネットワークを創るというイ
メージを体現するとともに、看護の頭文字Ｋ
にも見えるようデザインしています。

公益社団法人東京都看護協会の基本理念

私たちは
看護の専門家として主体的に行動します

社会の仕組みづくりの変革者として活動します
人々の健康と QOL の向上に貢献します

3

　平素より東京都看護協会の事業運営に格別のご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。令和6年1

月の能登半島地震では、看護職をはじめとする多くの医療従事者が被災地で支援活動を行いました。活

動された皆様に敬意を表しますとともに、被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。そして看護職

の活動をご支援いただいています皆様方に深く感謝を申し上げます。

　令和5年度は、各都道府県が第8次保健医療計画を策定する年でありました。国は健康危機管理体制の

強化を図るため「新興感染症等の拡大時における医療」を6事業目として追加をいたしました。また東京

都では、大規模地震を含む自然災害への対応も喫緊の課題として備えを進めています。

　看護職はどのような状況でも常にベストを尽くして活動をいたします。当協会は、これからも新たな役

割を果たしていく看護職の専門性の向上と、社会の人々の健康に寄与する事業に取り組んでまいります。

　今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

令和6年9月

公益社団法人東京都看護協会

会長　　　　　　　　　　　　　



座 談 会

令和 6 年 1 月、3 年ぶりに参集形式で第 57 回看護研究学会が開催されました。
特別講演では慶応義塾大学大学院教授・ウェルビーイングリサーチセンター長の前

まえ
野
の

隆
たか

司
し

先生が登壇し、
「新たな時代のウェルビーイング」をテーマに語られました。

ウェルビーイング（Well-Being）とは身体的・精神的・社会的に良好で、満たされていることを表す言葉。
前野先生は日本におけるウェルビーイングや幸福学研究の第一人者で、

人生 100 年時代と言われる現代を幸せに生きるためにはどんなことが必要かを説いています。
参加者からの反響も多く、今回は講演の内容を振り返るとともに、

看護職のウェルビーイングの実現に向けて話し合いました。

公益社団法人
東京都看護協会常務理事

横山孝子

公益社団法人
東京都看護協会会長
柳橋礼子

一般社団法人
衛生文化協会城西病院
立石久留美看護部長

地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立墨東病院

上野真弓副院長・看護部長

上野真弓
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子育て世代など時間や精神的に
余裕がないスタッフもいる中で、

「必ず目標を達成する」としてしまうと
苦しくなる。今の自分にできることを
やればそれで十分。

城西病院 立石久留美 看護部長

　 看護職はもっと「楽観的」でもいい

柳橋：前野先生の講演を聴いてどのように思われたか、皆さ
んの感想をお話しいただけますか。

立石：もともと私は楽観的で、何かあっても「なんとかなる」
と考える性格なのですが、先生が提唱されている「幸せの４

つの因子」※はとても身近で、自分がこれまでやってきたこと

が学問に裏付けられているとわかり、背中を押されたような

気持ちになりました。

上野：講演で最も印象に残っているのは、前野先生の「健康
には気を遣うのに、なぜ幸せに気を遣わないのか」という言

葉でした。質疑応答の際に、「看護部の運営方針にウェルビ

ーイングを盛り込みます!」と宣言し、今まさにそれに取り組

んでいるところです。

横山：「幸せ」だと感じている人は離職率が低いなど、臨床
の現場で感じていたものが裏付けされていることに感銘を受

けました。私も楽観的で、行動しながら考えるタイプなので

すが、先生のお話を聞いて自信が持てました。

　 「ウェルビーイング」であることが、
　 潜在能力を引き出す

柳橋：上野さんは、「運営方針にウェルビーイングを取り入れ
る」と宣言されたとのことですが、どのような取り組みをされ

ているかお話しいただけますか？

上野：新しいことに挑戦する上で、職員にはいきいきとやり
がいをもって働いてほしい。そして、そのためには一人一人が

「ウェルビーイング」な状態であることも必要だという思いか

ら、看護部の運営方針を「挑戦とウェルビーイング」としまし

た。トップダウン方式ではなく、「幸せの４つの因子」を意識

しながら仕事に取り組んでみてはと提案し、各部署がそれぞ

れのアイデアで導入しています。例えば、「やってみよう」因

子だったら「小さなことでも新しい知識を得たら共有します」

とか、「ありがとう」因子だったら「何かあるたびに感謝の言

葉を伝え、シールを貼る」といった具合です。

看護職は「なんとかなる」よりも「なんとかしなくては」と考

えがちで、ここが課題となっているようです。それでも、そ

れぞれが楽しみながら取り組んでいる様子を見ると、「ウェル

ビーイングに取り組むと創造性や生産性が向上する」という

効果はすでに出ているように感じます。この成果をお披露目

しようと、公開ディスカッションの場を設け、悩みの共有や意

見交換を行いました。

立石：当院は、研究発表会の形式を大きく変え、「各自で小さ
な業務改善に取り組み、年度末に発表し合おう」ということに

しました。＂研究＂と言葉が付くと「やらされている」感が強

くなりますよね。そうではなく、一人一人が普段感じている「や

りづらさ」や「もう少しこうだったら」という点の改善も立派な

「看護研究」になると伝え取り組んでもらっているところです。

柳橋：そうした新しい取り組みを始める際の仕掛けや工夫は？
立石：今回のことに限らず、個々の取り組みに対しては、ま
ずは信用してやってみてもらって、どんなものでも受け入れる

心づもりで待っているという方針です。

上野：当院も数年前から同じような方針です。毎年、看護部
で細かく目標を立ててはいますが、スタッフには「すべてこれ

に沿ってやる必要はなく、自分たちがやりたいものに取り組ん

でください」と伝えています。

2つの大きな目標を決めて、あとはそれぞれのスタッフに対し

てそれを実現するための案をいくつか提案します。そのまま

実行してもいいし、自分なりに方向性を決めてもいい。

立石：時間や精神的に余裕がないスタッフもいる中で、「必ず
目標を達成する」としてしまうと苦しくなります。人と比べる

必要はないし、今の自分にできることをやればそれで十分だ

よ、と。方針を変えたことによる意外な効果も出ていて、報

告会では誰に言われたわけでもなく資料をパワーポイントで作

ってきたスタッフに、「そんな才能を隠していたなんて」と驚

かされたこともありました（笑）。

柳橋：方針を変えたことで師長以外のスタッフからはどんな声
がありますか？

上野：以前は看護部から下りてきたBSCを元に師長や副師長
で方針を決め、主任たちにKPIオーナーを振り分けるという形

式でした。この方法では「やらされている」感が強く、スタッ

フには経緯がわかりません。そこで、関わる全員で考える機

会を作ろうと、方針案を壁に貼り出して意見を求めるなどの

工夫をしています。全員参加ができるようになったことで、

個々のスタッフは「職場に貢献している」と実感できるように

なったようです。ある主任から「マネジメントが楽しい」とい

う言葉を聞いた時は嬉しかったですね。

看護職のウェル・ビーイングの実現のために
　「幸せな職場と看護職」について考える

特 別 座 談 会

東京都
看護協会

※�前野先生が提唱する「幸せの 4 つの因子」
「やってみよう」因子（自己実現と成長の因子）
「ありがとう」因子（つながりと感謝の因子）
「なんとかなる」因子（前向きと楽観の因子）
「ありのままに」因子（独立と自分らしさの因子）
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 「一緒に働けて良かった」と
思える環境にしたい。
それが良い組織づくりにも繋がり、
良い組織であれば良い人材も集まり、
患者さんも来てくれて……
と相乗効果が生まれると思うのです。

城西病院 立石久留美 看護部長

自分たちが幸せに気遣いながら
実践した看護が、
結果的に患者さんへの
よりよいケアに
つながるのではないでしょうか。

墨東病院 上野真弓 副院長・看護部長

会長 柳橋礼子

管理者の傾聴する姿勢に
スタッフの皆さんが共鳴し、
組織全体が活性化することで
それぞれがやりたいことに取り組める
環境に繋がるのではないか。

多くの病院で
看護職の離職率の高さや、
人材不足が課題になっている。
看護職のウェルビーイングの向上が
離職率の低下にも繋がると思う。

常務理事 横山孝子

管理者には、
「あなたにはこんな強みがあるから、
伸ばしてみては」などと
スタッフ一人一人に寄り添う

「支援者」としての関わりが重要。

墨東病院 上野真弓 副院長・看護部長

　 看護職が幸せになると、組織全体が変わる

横山：今のお話を聞きながら、看護職のウェルビーイングの
向上が離職率の低下にも繋がるのではと思いました。

立石：当院のように小さな病院にとって職員の確保・定着は
死活問題です。比較的定着率は高いものの、産休・育休後

の離職が課題でした。そこで、もう一度戻ってもらうために

何が必要か、意見や要望を聞き、できそうなことから上申す

るなど改善した結果、子育て中のスタッフが戻ってきてくれる

ようになりました。

上野：前野先生が、「ウェルビーイングを取り入れている企業
は、お客様ではなく職員を大事にしている」とお話されてい

たように、トップがそれを打ち出して可視化することはとても

重要だと感じます。

立石：病院と一般企業では同じようにはできないと思ってい
たのですが、前野先生の本を読むと「幸せな会社」がやって

いる取り組みの中には、取り入れられそうなポイントがたくさ

んあります。例えば、「ワークライフバランス」について、前

野先生はワクワクするような仕事だったら、バランスを取ろう

としなくていいと書かれています。「ワークでハッピー」とい

う考え方に目からうろこが落ちました。

柳橋：看護職のウェルビーイングの実現で、患者さんにはど
のような影響があるでしょうか。

立石：経験上、職員がギスギスしている現場は仕事もおざな
りだったり、患者さんに優しくできなかったり、逆に、コミュ

ニケーションが取れている職場はクレームが少ないということ

を体感しています。看護職が幸せになることで感謝の言葉を

いただくことにつながり、さらにそれを共有することでよい循

環が生まれるのではと思います。

上野：ウェルビーイングを導入したことで、いくつかの病棟で

づけなければ、スタッフの良い所にも気づけない」と話しま

す。そして、「良い所を見つけて伸ばしてあげる方が少ない

労力で済むし、いい仕事をしてくれるはず。私はあなたの

良い所をたくさん知っているよ」と伝えるんです。

　 すべての看護職が
　 幸せに働ける職場を目指して

柳橋：お２人は今後、どのような組織になってほしいと思って
いらっしゃいますか？

上野：私は墨東病院出身で、最高の病院だと思って働いてき
ました。部長になって戻ってみたら、なんとなく雰囲気が変わ

っているように感じたので、この５年間、職員一人一人の魅

力を最大限に生かして、倫理観とプライドを持っていきいきと

働く、そして患者さんに信頼される看護の実践に取り組んで

きました。

今後はもっと主体的に、型にはまらず、新しい看護の形やサ

ービスを提供したり、患者さんに対する接し方が変わっていっ

たり、地域に貢献すると同時にエンゲージメントが上がればと

思っているところです。

立石：私は国立系の大病院を経て、初めて民間の病院で働い
ています。ギャップに戸惑ったこともありましたが、フットワー

クの軽さなど小さい病院ならではの良さがあることにも気づき

ました。当院では、理念として地域の患者さんに「かかって

良かった」と思ってもらえる医療サービスの提供を掲げている

のですが、職員同士も「一緒に働けて良かった」と思える環

境にしたいと考えています。それが良い組織づくりにも繋が

り、良い組織であれば良い人材も集まり、患者さんも来てく

れて…と相乗効果が生まれると思うのです。

みんなが幸せに働けるために、楽しいことをたくさん企画して

いきたいですね。

上野：本当にそうですね。私もいつも「何か楽しいことをし
よう」と話しています。

立石：この数年は交流の場が減り、スタッフ間のコミュニケー
ションが希薄になりました。そこで昨年、新しい試みとして、

委員会の中で職場紹介の場を設けました。さらに今年は管理

者メッセージ…といっても堅苦しいものではなく、自己紹介や

趣味なども交えて話したところ、あちこちから声をかけられる

は電子カルテばかり診て患者さんにお尻を向けているのがい

やだ、それを変えたいということで、看護方式の変更に挑戦

しています。患者さん自身と向き合おうという取り組みによっ

て、患者さんからのフィードバックも期待できますし、急変予

測や転倒の減少などにも繋がればと考えています。自分たち

が幸せに気遣いながら実践した看護が、結果的に患者さんへ

のよりよいケアにつながるのではないでしょうか。

　 看護職における「管理者」の役割とは

上野：もう一つ、職員同士のハラスメントの徹底排除も掲げ
ています。これまでは「仕事ができるから仕方がない」と許

されがちでしたが、それをやめて「それはハラスメントだ」と

伝える。また、そうではないのに「ハラスメントだ !」と言う

人にも丁寧に伝える。組織として、より楽しく働けるための

人間関係、環境づくりに取り組むことで、さらに良い職場に

なると考えます。

立石：前野先生は著書の中で「管理者は部活におけるマネー
ジャーのような存在」と書かれています。病院でいえば、ス

タッフが働きやすい職場を作る役割ではないでしょうか。スタ

ッフが何を望んでいるかをよく聞き、前向きに取り組む姿勢を

見せる一方で、スタッフ自身も自分が働きやすくなるためにで

きることはないか考えてほしいと話しています。できるだけ長

く働いてほしいですし、辞める時は発展的な理由であってほ

しいですね。

柳橋：今のお話を聞いて感じたのは、管理者は傾聴する姿勢
を見せることで、スタッフの皆さんが共鳴し、組織全体が活

性化することで、それぞれがやりたいことに取り組める環境

に繋がるのではないかと思いました。

上野：当院の看護師長たちは、まさに「支援者」としてスタ
ッフに関わっています。一人一人に寄り添い、「あなたにはこ

んな強みがあるから、伸ばしてみては」など一緒にキャリア

デザインについて話し合っているようです。

立石：私は面接のときによく「あなたの良い所を３つ挙げてく
ださい」と言うのですが、１個で終わってしまう人、ひとつも

思い浮かばない人がたくさんいるんですね。

遠慮もあるかもしれませんが、「あなたが自分の良い所に気

ようになりました。スタッフと雑談する機会が増えることで、

何かあった時にも相談しやすくなりますよね。

上野：確かに、職場のカンファレンスなどで集まっても雑談は
できないですね。立石部長がおっしゃったように、雑談は人

間関係を良くする上でとても大切だと思います。

柳橋：看護職のウェルビーイング実現に向けて、看護協会に
はどのような役割を期待されますか？

上野：研修などを通して他施設の看護職と交流できるのは大
きな魅力です。それによって自分の病院・病棟の良い所や悪

い所が見えますし、得られた知見を持ち帰ることでスタッフ自

身や病棟全体のレベルアップにも繋がります。子育て世代な

ど同じ悩みを抱える看護職が集まって、ディスカッションする

場などあれば面白そうですね。

立石：他施設の現状に触れることで気づきがあり、その後の
行動変容にも繋がりますよね。研修に参加したスタッフはみ

んな、刺激を受け、イキイキとした表情で帰ってきます。

柳橋：本日はありがとうございました。

日　　時  令和７年１月１８日（土）9 :30 ～16 : 30
会　　場  公益社団法人東京都看護協会　会館
テ ー マ�   見つめなおす看護のちから 
　　　　　～つなぐ つながるそして未来へ～
特別講演 � ワーク・エンゲイジメントの向上
              ～健康でイキイキ働くための職場つくり～  （予定）

参加申込  ��令和６年11月30日（土）締切
　　　　 定員300名

令和６年度東京都看護学会へのお誘い 

６年度の学会でも引き続き
「働きやすい職場」をテーマに
講演があります。
ぜひご参加ください。

▶︎



東 京 都 看 護 協 会 の 主 な 事 業 展 開

●看護研究学会
●看護学生看護研究学会
●東京都看護協会学会誌

●看護研究助成
●図書室運営

●予算要望
●日本看護協会との連携

●災害支援ナースの育成と災害発生時の支援活動（2024.1~2 能登半島地震現地へ災害支援ナースを派遣）
●関係機関とのネットワーク体制の整備
●感染対策リーダー養成研修事業（再掲）

政策提言

東京都
ナースプラザ
看護人材確保

定着推進

子育て支援

地域住民
保健福祉

広報活動

組織強化

ニーズ調査に
基づいた

研修

研修

学会
看護研究

国際交流

東京都
受託事業

災害時の
看護支援 

活動

在宅ケアの
推進と支援

訪問看護・
居宅介護支援

東 京 都 看 護 協  会 の 事 業 展 開  
  ３つ  の 使 命

看 護 の 質の向上

看護職が
働き続けられる

環境づくり

看護領域の
開発・展開

●心電図・血液ガスの読み方基本（オンデマンド研修）
●精神科における身体合併症のアセスメントと対応

●離職防止研修
●育成力強化研修

●看護職キャリアデザイン支援研修
●ＩＴスキルアップ講座

●実務実践能力向上に関する研修
●認定看護管理者教育課程
●医療安全管理者養成研修

●各職能の専門性向上のための研修

●地域包括ケアシステム構築の推進
●高齢者・福祉関連施設の看護の充実とネットワークづくり

●訪問看護ステーション・居宅介護支援事業
●東京都指定教育ステーション事業

●プレファミリー講座
●すくすく広場
●出前授業

●看護フェスタ
●まちの保健室
●都民健康講座
●東京マラソンへの救護スタッフ派遣

●広報誌の発行
●年次報告の発行
●会員特典の充実
●各種イベント開催・出展（交流イベント「マナビバ」ほか）

●総会・理事会等の運営会議及び関連機関との連携
●地区支部活動支援
●会員サービスの充実
●入会促進（会員増プロジェクト）
●防災対策の整備（協会BCP策定、災害備蓄品ほか）
●賛助会員及び寄附金の受入
●施設貸与事業

w

東京都看護協会は看護を取り巻く課題を組織の力で解決し、看護を発展させ、社会に貢献します。
看護職は医療機関をはじめ、福祉、暮らしの場で専門職としての役割を発揮することが求められています。
看護の力で多様化・複雑化する国民の医療ニーズに応え、健康な社会をつくるために、さまざまな事業を展開しています。

●韓国ソウル特別市看護協会・台湾台北看護協会との教育交流
●諸外国看護職能団体との交流

●海外からの視察受入

●入退院時連携強化研修事業
●島しょ看護職員定着促進事業

●病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修事業
●新人看護職員研修責任者・教育担当者研修事業

●看護師等キャリアアップ支援事業
●助産師定着促進事業

●訪問看護人材確保事業
●感染対策リーダー養成研修事業

●無料職業紹介（ナースバンク東京・立川）
●届け出制度の周知及び登録推進

●東京都看護職員地域確保支援事業
●東京都看護職員定着促進支援事業
●プラチナナース就業継続支援事業

●看護職員再就業支援事業
●研修事業

●一日看護体験学習の実施
●看護補助者活用支援事業
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令 和 5 年 度 の 主 な 事 業 実 績
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● 実務実践能力の向上に関する研修���������������������91 研修 /総受講者数  2,078 名

● 認定看護管理者教育課程����������������������������������������� 総受講者数  302 名

● 医療安全管理者養成研修����������������������������������������� 総受講者数  358 名

● 看護補助者活用推進のための看護管理者研修������������������������  総受講者数  422 名

● 地域包括支援センター保健師・看護師交流会　あつまれ地域包括の輪��������� 受講者数  73 名

● ��自治体保健師の活動内容や魅力発信のためのイベント
　「地域で働く保健師の魅力～自治体保健師に聞いてみよう」����������������� 総受講者数  99 名

● 助産師のネットワーク強化のための情報交換会「コネミドＴＯＫＹＯ」開始

● プレファミリー講座������  参加者数  111組

● すくすく広場������������  参加者数  22 組

● 出前事業�����������  総参加者数  385 名

● 再就業支援�����������������������������������������������  求職登録者数  4,004 名

● ふれあいナースバンク・看護のお仕事応援フェア����������������������  総参加者数  782 名

● 1 日看護体験学習　高校３年生対象��������������������������������� 総参加者数  532 名

● 1 日看護体験学習　高校生・中学生・社会人対象���������������������  総参加者数  806 名

● とどけるん（看護職離職時等の届出制度）������������������������ 新規登録者数  1,390 名

研修・交流会・イベント事業 東京都ナースプラザ事業

城北看護ステーション
● 訪問看護事業������総訪問件数 9,001 件

訪問看護・居宅介護支援事業

● 心電図の読み方基本　� 総受講者数  174 名

● 血液ガスの読み方基本� 総受講者数  143 名

● 離職防止研修�����������  受講者数  67 名

● 看護職キャリアデザイン支援研修　
　看護職人生の組み立て方� 受講者数  28 名

ニーズ調査に基づいた新規研修

● マナビバ（看護職仲間づくり応援イベント）　　　　

�������������������������������������参加者数  44 名

● 医学会総会博覧会 看護師体験とワークショップ協力

情報発信等● 令和 6年能登半島地震への災害支援ナース派遣　

　1月12 日〜2 月23日����� 13 班 48 名

● ��災害支援ナース養成研修
　��������������������総受講者数  142 名

災害支援ナース

（月平均）

（オンデマンド開催）

（オンデマンド開催）

 令和４年度のニーズ調査に基づき、７つの新規研修
を企画。今後もアンケートや施設訪問などを踏まえて機
動的に事業を展開していきます。

延べ訪問回数が過去最高となるなど、事業所の統合
効果により、２年目にして黒字転換を果たしました。

   ４年ぶりの集合開催となり
ました。会場には等身大？のリ
アルかんごちゃんがデビュー。
会場を盛り上げました。

      エンゼルケア、勉強法、コミュニケーションスキ
ルなどの講座や仲間との交流イベントを開催しました。

● 看護研究学会���������� 参加者数 306 名
�

�

�

�

�

�

● 看護学生看護研究学会

      ����������������� 参加者数  1,747 名

学会

（オンデマンド開催）

３年ぶりの集合開催。
インフォメーション・エ
クスチェンジなど新たな
取り組みも。

●TNA Nurse AD（有益な最新情報の館内展示）

● 看護研究学会特設サイト作成

● AI チャットボット�
　運用開始

● 看護フェスタ［集合開催］

　参加団体数  21団体 　一般参加者数  215 名 

● まちの保健室������������ 総参加者数   310 名

● 居宅介護支援事業
　������������� 延べケアプラン件数 442 件

● 教育ステーション研修
　������������������� 総参加者数  171 名

● 育成力強化研修���������� 受講者数  99 名

● 精神科における身体合併症のアセスメントと対応

　����������������������� 受講者数  42 名

● ＩＴスキルアップ講座�������� 受講者数  7 名

地域住民向け事業
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区分 令和４年度 令和５年度 増減

経常収益 1,246,362 1,210,787 △ 35,575

経常費用 1,287,890 1,202,006 △ 85,884

当期経常増減額 △ 41,528 8,781 50,309

決算規模（一般正味財産増減の部） 会員数の推移
（単位：千円）

（名）

＊就業者数は令和4年12月31日現在の「東京都における看護師等業務従事者届集計報告」による。
＊退会・他県への移動等の会員数1,887名を含む。

職能別会員数（令和6年3月31日現在）

女 男 合計 東京都内
就業者数 入会率

保健師 384 23 407 4,821 8.4%

助産師 2,119 0 2,119 4,184 50.6%

看護師 37,413 3,048 40,461 125,480 32.2%

准看護師 331 38 369 11,291 3.3%

合計 40,247 3,109 43,356 145,776 29.7%

経常収益の推移

12 億 1,078 万円

事業費の推移

10 億 7,356 万円

公益目的事業会計の事業費の内訳（定款事業別）

10 億 3,647 万円

経常増減額の推移

878 万円

会員数

管理費の推移

1 億 2,843 万円

● 看護職の資質の向上に関する事業 108,644,651円
● 看護業務の開発・改善及び情報の提供に関する事業 12,846,985円
● 看護職の人材確保と定着推進に関する事業 442,209,973円
● 在宅ケアの推進と支援に関する事業 119,101,939円
● 地域住民の保健福祉に関する事業 5,748,666円
● その他この法人の目的を達成するために必要な事業 413,972円
● 公益共通 347,511,488円
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公益社団法人東京都看護協会へお寄せいただきました令和 5 年度の寄附は、教育・研究活動の支援、看護職
確保定着等の公益事業充実のために活用していおります。
ご寄付賜りました方々への感謝の意を込め、公開のご承諾をいただいた方についてご紹介いたします。

一般寄附金寄贈者［個人］ 賛助会員

株式会社ジンテック 様
東洋羽毛首都圏販売株式会社 様

株式会社オンワードコーポレートデザイン 様
中ノ郷信用組合 様

公益財団法人東京都歴史文化財団 様
東洋羽毛首都圏販売株式会社　東京営業所 様

令和 5 年度・寄附者・賛助会員御芳名

一般寄附金寄贈者［法人］

医療用物資等寄贈者［法人］

飛永 湖陽 様
堀田 芳生 様

東洋羽毛首都圏販売株式会社 様
ピジョン株式会社 様

株式会社山菊 様
大成祭典株式会社 様

株式会社トータル保険サービス 様
フォーク株式会社 様

日本光電工業株式会社東京支社 様
一般社団法人日本動物看護職協会 様

テルモ株式会社 様
株式会社キューネットワークス 様

アイホン株式会社 様
一般社団法人東京都訪問看護ステーション協会 様

株式会社インターメディカ 様
株式会社日本ケアコミュニケーションズ 様

一般社団法人東京都日本病院会支部 様
一般社団法人日本臨床看護マネジメント学会 様

ニプロ株式会社東京第一支店 様
株式会社学研メディカルサポート 様

公益社団法人東京都助産師会 様
サクラグローバルホールディング株式会社 様

株式会社シーエイチシー 様
株式会社トップ 様
和洋女子大学 様

シーホネンス株式会社 様
損害保険ジャパン株式会社 様

医療法人社団東京医心会ニューハート・ワタナベ国際病院 様
アルケア株式会社 様
日本防災合同会社 様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

功 績 顕 彰
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昭和51年関東逓信病院（現 NTT 東日本関東病院）に入職。平成９年から９年間看護部長を務め、同病院の新病院設立に際

し看護の標準化システムの開発を行い、看護業務の効率化、情報の一元管理による多職種連携、情報共有を促進しました。

また、東京医療保健大学の設立に向け尽力し、看護学部をはじめ医療を支える専門職養成学部・学科を擁する医療系大学

として発展させ、現在は副学長として多くの卒業生輩出に寄与しています。

平成20年から２年間当協会副会長として会長を補佐するとともに、同年東京で開催の第13回日本看護サミット東京で企画

委員として尽力しました。

平成23年６月から平成29年６月まで日本看護協会会長を務め、様々な看護政策などを提言し、実現に向けた事業の推進と

法制化に向け尽力、令和４年６月には日本看護協会名誉会員として承認されるなど、看護業務における顕著な功績に鑑み、

名誉会員として適任と判断しました。

佐野 廣子	 副会長

渡邊 千香子	 専務理事

中野 博美	 看護師職能理事

相良 裕美	 保健師職能委員会委員

安藤 美香	 助産師職能委員会委員

町田 あかね	 看護師職能委員会委員（領域Ⅰ)

土師 菜緒子	 医療安全委員会委員

佐藤 香理奈	 感染対策委員会委員

西川 美由紀	 感染対策委員会委員

黒澤 和子	 災害対策委員会委員

小島 昌人	 教育委員会委員

大坪 裕子	 看護学生学会ワーキンググループ委員

佐々木 陽子	 看護学生学会ワーキンググループ委員

大西 潤子	 認定看護管理者教育課程・
	 	 教育運営委員会委員

中山 裕子	 広報委員会委員

関口 和子	 広報委員会委員

川合 美穂子	 西部地区　副支部長・会計

菱沼 啓子	 多摩北地区　教育委員・監事

長谷部 美津代	地域包括ケア委員会副委員長・災害対策委員会委員
		  多摩南地区　副支部長・教育委員

名誉会員

公益社団法人東京都看護協会 協会長表彰規程第３条の該当者
（1）通算 20 年以上会員で、本会への功労が認められた者
（2）本会の役員 2 期以上、委員 3 期以上従事した者
（3）看護業務及び研究、教育に 20 年以上従事し、功績があったと認められる者

令和 5 年度　東京都看護協会長賞受賞者

令和 5 年度　各賞受賞者

坂本 すが　東京医療保健大学　副学長

春の叙勲	 瑞宝双光章　石嶋 みやこ
		  瑞宝双光章　岡田 悦子
		  瑞宝単光章　長田 恵子
		  瑞宝単光章　星 恵子

秋の叙勲	 瑞宝単光章　澤田 法子	

公益社団法人日本看護協会長表彰	 縣 智香子
令和 5 年 6 月 7 日			   石森 陽子
					     田地 直子
					     田村 清美
					     野月 千春
					     廣川 秀一
					     藤岡 和子
					     前多 香




